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自
然
に
や
さ
し
く
コ
ス
ト
低
減

資
源
の
有
効
利
用
に
取
り
組
む

| 

南
丹
市
液
肥
利
用
協
議
会
設
立
総
会

　
　
・
近
畿
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ミ
ナ
ー
|

　
南
丹
市
は
昨
年
度
に
「
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

「
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
は
、
動
植
物
か
ら

生
ま
れ
た
再
生
で
き
る
有
機
性
資
源
の

こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
安
定
的
で
適
正
に

利
活
用
す
る
地
域
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
八
木
町
諸
畑
の
「
南
丹
市
八
木
バ
イ

オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
乳

牛
や
豚
の
ふ
ん
尿
、
食
品
工
場
か
ら
出

る
お
か
ら
な
ど
を
メ
タ
ン
発
酵
処
理

し
、
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
て
発
電
や
肥
料

を
製
造
。
そ
の
際
に
発
生
す
る
消
化
液

を
液
肥
と
し
て
有
効
利
用
し
、
農
作
物

を
栽
培
す
る
研
究
を
京
都
大
学
と
共
同

▲鹿肉解体処理施設のしゅん工を祝ってテープカット

▲より良いまちづくりを願って意見交換したミーティング

▲答申を市長に手渡す佐藤会長（左）

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
願
う

地
域
の
思
い
を
府
政
・
市
政
に

| 

知
事
と
市
長
と

　
　
　
　
和
ぃ
和
ぃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

|

　
12
月
14
日
、
山
田
知
事
と
佐
々
木
市

長
と
地
域
住
民
が
集
い
、
意
見
交
換
を

す
る
「
和
ぃ
和
ぃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

美
山
町
江
和
の
観
光
農
園
江
和
ラ
ン
ド

敷
地
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
医
療
の
現
状
と
課
題
を
把
握

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
目
指
す

| 

南
丹
市
医
療
対
策
審
議
会
答
申
|

　
医
師
・
看
護
師
不
足
、
医
療
機
関
へ

の
ア
ク
セ
ス
不
安
な
ど
、
南
丹
市
の
医

療
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
、
地
域

医
療
の
充
実
に
向
け
た
対
策
が
早
急
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
南
丹

市
医
療
対
策
審
議
会
（
佐
藤
史
朗
会

長
）
に
お
い
て
、
住
民
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
討
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
12
月
５

日
、
南
丹
市
医
療
圏
域
の
医
療
の
提
供

体
制
に
つ
い
て
の
答
申
が
市
長
に
提
出

さ
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
今
後
の
医
療
施

策
の
具
体
化
に
向
け
て
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
先
立
ち
、
同
敷
地

内
に
完
成
し
た
知
井
地
区
鹿
肉
解
体
処

理
施
設
の
し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
増
え
す
ぎ
た
鹿
が
農
林
業
や
自
然

環
境
に
与
え
る
大
き
な
被
害
か
ら
地
域

を
守
る
た
め
に
活
動
す
る
知
井
地
区
鹿

有
効
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
野
安
彦

代
表
）
。
こ
れ
ら
の
狩
猟
活
動
で
得
ら

れ
る
資
源
を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

に
続
き
、
解
体
処
理
施
設
の
見
学
、
そ

し
て
ピ
ザ
や
シ
チ
ュ
ー
な
ど
の
鹿
肉
料

理
の
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
を
聰
山
美
術
館
に
移
し
て
行
っ

た
「
和
ぃ
和
ぃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に

は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
知
事
や
市
長
と
直
接
語
り

合
え
る
こ
の
機
会
に
と
、
参
加
者
か
ら

法
人
化
し
、
農
業
経
営
を
合
理
化

| 

農
事
組
合
法
人
木
喰
の
郷
も
ろ
は
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
立
総
会
|

　
八
木
町
諸
畑
地
区
で
は
、
農
業
の
高

齢
化
が
進
む
中
、
昭
和
59
年
か
ら
農
地

の
保
全
、
特
産
品
づ
く
り
や
地
域
活
性

化
を
行
う
集
落
営
農
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
12
月
20
日
に
、
農
業
の
維

持
・
発
展
の
た
め
に
地
域
農
家
48
人
で

構
成
す
る
農
事
組
合
法
人
「
木
喰
の
郷

も
ろ
は
た
」
（
明
田
卓 

代
表
理
事
）
を

新
た
に
設
立
。
農
地
の
集
積
、
大
型
機

械
の
導
入
に
よ
り
、
今
後
は
水
稲
を
は

じ
め
、
小
麦
・
小
豆
・
大
豆
な
ど
土
地

利
用
型
作
物
を
中
心
に
効
率
的
で
安
定

的
な
法
人
経
営
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

名
所
つ
な
ぐ
架
け
橋
、
装
い
新
た

| 

高
松
橋
完
成
式
典
|

　
府
道
京
都
広
河
原
美
山
線
に
架
か
る

高
松
橋
が
完
成
し
ま
し
た
。
旧
高
松
橋

は
幅
員
が
狭
く
、
大
型
車
の
離
合
が
困

難
で
し
た
が
、
幅
員
６
㍍
、
歩
道
２
．

５
㍍
の
歩
行
者
に
も
安
全
な
橋
と
な
り

ま
し
た
。
12
月
24
日
の
式
典
で
は
地
元

平
屋
小
学
校
児
童
が
鼓
笛
演
奏
で
花
を

添
え
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
出
席
者

全
員
で
渡
り
初
め
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
高
松
橋
が
つ
な
ぐ
大
野
ダ
ム

か
ら
芦
生
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
ま
で
が
『
美

山
か
や
ぶ
き
由
良
里
街
道
』
と
し
て
、

府
内
３
カ
所
目
の
日
本
風
景
街
道
（
国

土
交
通
省
）
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

▲広くなった橋上でテープカット
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▲地域活性化の新たなスタートとなった設立総会

▲メタン発酵施設を見学するセミナー参加者

〝
協
働
〞
今
な
ぜ
必
要
な
の
か

連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
検
討

| 

地
域
協
働
ト
ラ
イ
ア
ル
|

　
『
地
域
協
働
ト
ラ
イ
ア
ル
・
京
都
中

部
〜「
結
い
」の
再
生
に
向
け
て
〜
』
を

１
月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
、
南
丹
市

国
際
交
流
会
館
で
開
催
。
行
政
を
は
じ

め
、
龍
谷
・
同
志
社
・
立
命
館
の
各
大

学
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主

体
と
な
っ
て
企
画
運
営
し
ま
し
た
。
龍

谷
大
学
富
野
暉
一
郎
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
の
後
、
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
住
民
代
表
、
学
生
、
職
員
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
〝
協
働
〞
を

考
え
、
協
働
と
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く

り
の
方
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

▲和やかな雰囲気の中行われたワークショップ

広報なんたん2・3月号 広報なんたん2・3月号

は
地
域
の
活
性
化
や
課
題
に
つ
い
て
積

極
的
な
意
見
や
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し

た
。
鳥
獣
被
害
や
鹿
肉
有
効
利
用
に
関

す
る
こ
と
、
美
山
の
こ
れ
か
ら
の
観
光

資
源
、
自
然
環
境
保
護
、
地
域
医
療
の

問
題
…
。
会
場
内
に
は
、
知
事
や
市
長

に
明
る
い
未
来
を
託
す
人
々
の
、
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
心
に
願
う
思

い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
ざ
ん

で
平
成
15
年
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
循
環
型
社
会
の
構
築
と
環
境
保

全
を
進
め
る
「
南
丹
市
液
肥
利
用
協
議

会
」
の
設
立
総
会
が
氷
室
の
郷
で
１
月

28
日
に
開
催
。
会
長
に
人
見
保
夫
氷
所

生
産
組
合
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進

に
つ
い
て
考
え
る
「
近
畿
バ
イ
オ
マ
ス

セ
ミ
ナ
ー
」
が
同
会
場
で
開
か
れ
、
お

よ
そ
１
５
０
人
が
参
加
。
基
調
講
演
で

は
、
梅
田
幹
雄
京
都
大
学
教
授
が
、
液

肥
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
の
試
験
結
果

で
安
全
性
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
。
今
後
も
農
家
と
協
力
し
て
栽
培
方

法
の
改
善
、
安
全
性
の
確
認
を
追
及
す

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
自
然
に
や
さ
し
い
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

も
く
じ
き

さ
と

ゆ
　
ら
　
り

た
か
し


